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長周期地震動に関する観測情報（試行）ついて 
 
平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震では、大阪市内の地表面で観測された最大震度は

３でしたが、高層ビル上層階では大きな揺れとなり、大阪府咲洲庁舎では内装材・防火戸等の損傷

（360 か所）、エレベータの停止（全 32 基）といった被害が発生しました（大阪府発表）。これは

「長周期地震動」が原因でした。長周期地震動とは、「地震に伴い発生するゆっくり繰り返す長い周

期の揺れ」のことで、以下のような特徴があります。 

 

＜長周期地震動の特徴＞ 

 低層の建物では大きな揺れとならないが、高層ビル等

の長大構造物で揺れが大きくなり、長時間続く。 

 「震度（地表における短周期の揺れの大きさを表す指

標）」では十分に評価できない。 

 大都市等、柔らかい堆積層が厚く覆っている平野で揺

れが大きくなる。 

 規模の大きな地震に伴って発生する。 

 震源から遠い場所まで伝わる。 

 

このため、気象庁では、概ね 14～15 階建以上の高層ビ

ルを対象として、地震時の人の行動の困難さの程度や、家具

や什器の移動・転倒等の被害の程度から４つの階級に区分し

た揺れの大きさの指標である「長周期地震動階級」を導入し、「長周期地震動に関する観測情報」を

気象庁 HP（www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/ltpgm/index.html）で試行的に発表していま

す。この情報は、高層ビルにおける地震後の安否確認や設備点検等の防災対応の実施を支援するこ

とを目的としています。是非、有効に活用してください。長周期地震動への対策は、人口が集中し、

高層化が進んだ都市における大きな課題であると言えます。将来的には緊急地震速報と同様な予測

情報の提供も検討しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長周期地震動による被害（「長周期地震動

に関する情報検討会」資料より抜粋） 

長周期地震動階級関連解説表  

淡路島：長周期地震動階級２ 

長周期地震動に関する観測情報の発表

状況の例（平成 25 年（2013 年）４

月 13 日淡路島付近の地震）  

※この情報の掲載は、当面の間、試行的に実施しています。試行の間は、事前の予告なく、掲載基準や掲

載内容、レイアウト等を変更することがあるほか、場合によっては情報が掲載できないこともありますの

で、ご利用に当たってはご留意ください。 
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